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お元気ですか？
■ 朝夕は気温が下がり肌寒く感じられるこの頃で

すが、皆様如何お過ごしでしょうか？

県内におけるコロナ感染はやや小康状態とはい

え、全国の感染者数を見るとまだまだ予断を許さな

い状況が続いています。これからインフルエンザの

流行と重なることが予測されるため十分な予防対策

が必要です。

インフルエンザワクチンの予防接種が 10月 1日
から始まりましたが、予防接種を受けた場合、65歳
未満の健康成人で 70～90％ある有効率が高齢者の
場合は 30～70％に下がるとの見方があります。これ
は高齢者が免疫機能が低下していることに原因があ

るようです。

予防接種を受けても過信せず、うがいや手洗いな

ど励行し感染防止に努めるとともに軽度の運動など

日頃から体力強化も大切ですね。これから徐々に気

温が下がると運動不足になりがちですが、意識して

適度に身体を動かすよう心掛けたいものです。

■ 第 3回目の古窯跡の見学を 9月 30日実施しま
した。大串さんの案内で吉永、坂井、井手、栗山、

鶴兄、鶴美、中村の 8名が参加しました。
今回は外尾山地区の丸尾窯跡、外尾山窯跡、外尾

山廟祖谷窯跡と戸杓地区の向ノ原窯跡、一本松窯跡、

禅門谷窯跡の 6ヶ所を見学しました。

なお、次回は山内町板ノ川内の百間窯跡を見学後、

泉山地区（楠木谷窯跡、枳藪窯跡、年木谷 1～3号窯

跡）を回る予定です。

なお、古窯跡の見学は毎月末頃の開催を予定して

います。コロナ対策をしながら無理のない範囲でご

参加下さい。

毎月お送りしている史談会通信も、例会が開催出

来ないままの状況の中、唯一皆様と繋がるささやか

な手段です。 8月から少人数ではありますが外部で
の活動が再開出来たことは嬉しいことです。

依然としてコロナ禍は収束が見えず、平常に戻る

ことは難しいのかも知れません

が、以前のように楽しく語らえ

る日が必ず来ることを信じてい

ます。

■ 10月 5日、7名の参加で「有田八十八ヶ所めぐり」
を行いましたが、コロナの影響で 8ヵ月振りの実施と
なりました。

秋晴れの中、有田陶磁美術館前に集合して朝 9時に
白川からスタートし、14番札所から久富邸までを歩
きスタート地点に戻りました。（見学は 13、14、15、
16、17、18、20番札所まで） 参加者は坂井、吉永、

大串、前田、鶴兄、鶴美、中村の 7名で、約 2時間の
楽しい札所巡りになりました。

■ 例年、史談会の会報作成は年明けから開始してい

ますが、本年度は早めに準備をお願いいたします。

原稿の内容や文字数は問いません。各自の調査記録

や日常の日記程度？でも結構です。気軽に自由な投稿

をお願いします。お待ちしています！


